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平成２５年度立山町予算・・・・・２、３
町が取り組む緊急経済対策・・・・・・４
清水崇宏さんがリリー賞を受賞・・・・５
立山名物　米粉うどん・・・・・・・１６

　4月から休所する新瀬戸保育
所で 3 月 20 日に最後の修了
式が行われました。修了児童の
（写真左から）川端夏海さんと
扇原堅志郎さん、大畑理

り お

生さん、
長川亮太さんが晴れやかな表情
で式に臨みました（関連記事5
ページ）

僕たち私たちの
新瀬戸保育所
ありがとう
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一
般
会
計
歳
入

　

　主
な
自
主
財
源
で
あ
る
町
税
の
う
ち
、

個
人
住
民
税
や
市
町
村
た
ば
こ
税
の
増
収

が
見
込
ま
れ
る
も
の
の
、
法
人
町
民
税
な

ど
の
減
収
が
想
定
さ
れ
る
た
め
、
前
年
度

と
ほ
ぼ
同
額
の
29
億
８
，
６
０
０
万
円
に

な
り
ま
し
た
。

　地
方
交
付
税
は
、
国
の
動
向
や
交
付
実

績
を
踏
ま
え
、
前
年
度
と
同
額
を
見
込
ん

で
い
ま
す
。

　国
庫
支
出
金
は
、
平
成
24
年
度
へ
の
道

路
整
備
事
業
等
の
前
倒
し
に
よ
る
社
会
資

本
整
備
総
合
交
付
金
の
減
額
な
ど
に
よ
り

６
，１
０
０
万
円
の
減
額
に
な
り
ま
し
た
。

　県
支
出
金
に
つ
い
て
は
、
子
宮
頸
が
ん

等
ワ
ク
チ
ン
接
種
緊
急
推
進
臨
時
特
例
交

付
金
の
廃
止
に
よ
る
減
額
な
ど
に
よ
り
、

2
０
０
万
円
の
減
額
に
な
り
ま
し
た
。

▼
一
般
会
計
／
収
益
の
な
い
事
業

（
福
祉
、
教
育
、
道
路
整
備
な
ど
）

を
行
う
会
計
で
、
主
に
町
税
・
交
付

税
な
ど
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

▼
特
別
会
計
／
特
定
の
収
入
が
あ
る

会
計
で
、
収
支
を
明
確
に
す
る
た
め
、

一
般
会
計
と
分
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
町

に
は
現
在
5
つ（
国
民
健
康
保
険
事
業
、

後
期
高
齢
者
医
療
事
業
、
墓
地
公
園
事

業
、
地
域
開
発
事
業
、
農
業
集
落
排
水

事
業
）の
特
別
会
計
が
あ
り
ま
す
。

■
歳
入

▼
町
税
／
町
民
の
み
な
さ
ん
や
町
内

に
事
業
所
な
ど
を
持
つ
法
人
な
ど
に

納
め
て
い
た
だ
く
税
金
。
町
民
税
や

固
定
資
産
税
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

▼
地
方
譲
与
税
・
交
付
金
／
国
税
や

県
税
と
し
て
徴
収
さ
れ
、
一
定
の
基

準
に
よ
り
自
治
体
へ
譲
与
・
交
付
さ

れ
る
お
金

▼
地
方
交
付
税
／
全
国
ど
の
市
町
村

に
住
ん
で
も
一
定
水
準
の
行
政
サ
ー

ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
地
方

自
治
体
の
財
政
力
に
応
じ
て
、
国
か

ら
配
分
さ
れ
る
お
金
。

▼
国
庫
・
県
支
出
金
／
町
の
事
業
に
対

し
、
国
や
県
か
ら
補
助
さ
れ
る
お
金
。

▼
町
債
／
学
校
や
道
路
の
整
備
な

ど
、
一
時
的
に
多
額
の
経
費
が
必
要

に
な
っ
た
場
合
や
一
般
財
源
の
不
足

額
に
充
て
る
た
め
の
借
入
金
。

▼
繰
入
金
／
基
金
な
ど
か
ら
繰
り
入

れ
る
お
金
。

■
歳
出

▼
人
件
費
／
議
員
報
酬
、
町
職
員
給

与
な
ど
。

▼
扶
助
費
／
社
会
保
障
制
度
の
一
環

と
し
て
生
活
に
困
っ
て
い
る
人
や
身

体
に
障
害
の
あ
る
人
な
ど
に
対
し
、

生
活
を
維
持
す
る
た
め
に
支
出
さ
れ

る
経
費
。

▼
公
債
費
／
町
債
の
返
済
に
充
て
ら

れ
る
経
費
。

▼
普
通
建
設
事
業
費
／
道
路
や
橋
、

学
校
な
ど
の
公
共
・
公
用
施
設
の
建

設
事
業
に
充
て
ら
れ
る
経
費
。

▼
災
害
復
旧
費
／
町
の
公
共
施
設
や

道
路
な
ど
の
災
害
復
旧
に
充
て
ら
れ

る
経
費
。

▼
物
件
費
等
／
備
品
購
入
や
事
業
委

託
な
ど
の
経
費
。

▼
繰
出
金
／
一
般
会
計
か
ら
特
別
会

計
へ
繰
り
出
さ
れ
る
経
費
。

▼
補
助
費
等
／
町
か
ら
ほ
か
の
地
方

公
共
団
体
（
県
や
一
部
事
務
組
合
な

ど
）
や
民
間
に
対
し
、
行
政
上
の
目

的
に
よ
り
交
付
す
る
経
費
。

一
般
会
計
歳
出

　

　人
件
費
は
、
給
与
改
正
や
採
用
・
退
職

な
ど
の
人
事
異
動
に
伴
い
、
前
年
度
に
比

べ
１
，
８
０
０
万
円
減
額
に
な
っ
て
い
ま

す
。　公

債
費
に
つ
い
て
は
、
後
年
度
に
全
額

が
交
付
税
算
入
さ
れ
る
臨
時
財
政
対
策
債

の
償
還
が
順
次
始
ま
っ
て
い
る
こ
と
な
ど

か
ら
、
前
年
度
比
６
，
４
０
０
万
円
の
増

額
に
な
り
ま
し
た
。

　普
通
建
設
事
業
費
の
主
な
内
容
は
、
立

山
北
部
小
学
校
改
築
事
業
や
地
方
道
路
整

備
事
業
、
消
防
施
設
整
備
事
業
な
ど
で
、

前
年
度
よ
り
９
，
４
０
０
万
円
の
減
額
に

な
り
ま
し
た
。

　補
助
費
等
は
、
鉄
道
事
業
な
ど
へ
の
安

全
向
上
や
老
朽
化
対
策
、
観
光
振
興
に
対

す
る
補
助
金
の
増
額
や
農
業
経
営
体
育
成

支
援
に
対
す
る
補
助
金
の
追
加
な
ど
に
よ

り
、
１
，
５
０
０
万
円
の
増
額
に
な
り
ま

し
た
。

　

会計名
平成 25 年度
当初予算額

（24 年度予算額）

対前年度
伸率

一般会計
97 億 8,300 万円

（98 億 8,500 万円）
▲ 1.0％

特
別
会
計

国民健康
保険事業

25 億 7,300 万円
（25 億 8,750 万円）

▲ 0.6％

後期高齢者
医療事業

6 億 180 万円
（5 億 7,900 万円）

3.9％

墓地公園
事業

780 万円
（630 万円）

23.8％

地域開発
事業

5,030 万円
（10 万円）

50200.0％

農業集落
排水事業

1 億 5,630 万円
（1 億 5,000 万円）

4.2％

水道事業会計
8 億 5,780 万円

（7 億 2,390 万円）
18.5％

合計
140 億 3,000 万円

（139 億 3,180 万円）
0.7％

■会計別予算額

説
解
語
用

2

　

平
成
25
年
度
一
般
会
計
予
算
の
総
額
は
、
大
型
事
業
の
終
了
や
事
業
の
一
部
を
平
成
24

年
度
に
前
倒
し
し
て
実
施
し
た
こ
と
で
前
年
度
に
比
べ
1
・
０
％
減
の
97
億
８
，
３
０
０
万

円
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
国
保
会
計
を
は
じ
め
と
す
る
特
別
会
計
予
算
の
総
額
は
33
億
８
，
９
２
０
万
円
、

水
道
事
業
会
計
予
算
の
総
額
は
８
億
５
，
７
８
０
万
円
に
な
り
、
７
会
計
の
総
予
算
は

１
４
０
億
３
，
０
０
０
万
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
０
・
７
％
増
に
な
っ
て
い
ま
す
。

一
般
会
計　

97
億
８
，
３
０
０
万
円

立山町予算
平成25年度り

、
１
，
５
０
０
万
円
の
増
額
に
な
り
ま

町税
29億 8,600万円
（0.0％）

地方交付税
33億 1,000万円
（0.0％）

町債
6億 2,000万円
（▲3.4％）

県支出金
7億 1,400万円
（▲0.3％）

その他
9億 6,200万円
（▲7.6％）

地方譲与税・交付金
4億 2,400万円
（▲5.6%）

国庫支出金
6億 1,000万円
（▲9.2％）

繰入金
1億5,700万円
（123.3％）

人件費
21億 5,100万円
（▲0.8％）

繰出金
15億 200万円
（6.1％）

物件費等
13億 9,700万円
（▲2.3％）

扶助費
14億 2,900万円
（0.3％）

その他
5億4,900万円
（▲18.8％）

普通建設事業費
5億 3,300万円
（▲15.0%）

補助費等
8億 300万円
（1.9％）

災害復旧費
400万円
（56.1％）

公債費
14億 1,500万円
（4.7％）

（ ）は対前年度伸び率

一般会計

総額 97億8,300万円総額 97億8,300万円

歳入
（ ）は対前年度伸び率

一般会計

歳出
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安
全
・
安
心
な
社
会
資
本
を
実
現

■
武
道
セ
ン
タ
ー
の
建
設

　下
段
公
民
館
横
の
現
武
道
館
と
弓
道
場
が

老
朽
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
町
中
央
体
育

セ
ン
タ
ー
敷
地
内
に
、
武
道
セ
ン
タ
ー
（
２
，

６
０
０
㎡
程
度
）
を
建
設
し
ま
す
。
中
央

体
育
館
と
の
併

設
で
利
便
性
が

向
上
し
、
ま
た
、

隣
接
す
る
町
給

食
セ
ン
タ
ー
と

併
せ
、
災
害
時

の
防
災
拠
点
施

設
に
な
り
ま
す
。

総
事
業
費

　5
億
２
，
４
０
０
万
円

■
道
路
の
整
備

　通
学
路
の
緊
急
点
検
結
果
を
踏
ま
え
、

下
利
田
大
石
原
線
や
上
前
沢
線
を
改
良
し

ま
す
。
ま
た
、
女
川
新
浦
田
線
と
稚
子
塚

2
号
線
、
大
日
橋
米
沢
線
の
整
備
や
前
沢

中
央
線
の
右
折
レ
ー
ン
設
置
、
利
田
日
置

　「国
の
大
型
補
正
予
算
」
を
活
用
し
た
町
の

事
業
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

線
、
坂
井
沢
本
線
な
ど
の
道
路
維
持
補
修

を
行
い
ま
す
。

総
事
業
費

　2
億
６
，
６
０
０
万
円

■
新
保
育
所
の
整
備

　老
朽
化
し
た
五
百
石
保
育
所
を
移
転
・

新
築
す
る
た
め
、
旧
え
ん
じ
マ
ー
ト
跡
地

な
ど
の
用
地
購
入
費
や
建
設
の
設
計
費
を

計
上
し
ま
す
。
隣
接
す
る
前
沢
中
央
公
園

を
園
庭
な
ど
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
、

保
育
環
境
の
向

上
や
地
域
と
の

交
流
活
動
に
役

立
ち
ま
す
。
平

成
27
年
度
か
ら

の
供
用
開
始
を

目
指
し
整
備
を

進
め
ま
す
。

総
事
業
費

　３
，
６
０
０
万
円

■
町
営
住
宅
の
改
築

　老
朽
化
し
た
芦
峅
寺
町
営
住
宅
5
戸
を

取
壊
し
、
同
一
敷
地
で
新
た
に
2
戸
（
木

造
平
屋
建
長
屋
タ
イ
プ
）
を
建
設
し
、
平

成
26
年
度
か
ら
の
利
用
開
始
を
目
指
し
ま

す
。
ま
た
、
釜
ケ
渕
町
営
住
宅
の
外
壁
や

屋
根
な
ど
を
改
修
し
、
施
設
の
長
寿
命
化

を
図
り
ま
す
。

総
事
業
費

　１
億
円

■
消
防
庁
舎
の
改
修

　災
害
時
の
避
難
者
利
用
に
対
応
す
る
た

め
、
多
目
的
ト
イ
レ
や
厨
房
、
備
蓄
倉
庫

な
ど
を
整
備
し
、
避
難
所
機
能
の
強
化
を

図
り
ま
す
。

総
事
業
費

　３
，
０
０
０
万
円

■
総
合
公
園
の
改
修

　町
総
合
公
園
の
ト
イ
レ
の
下
水
道
接

続
・
改
修
や
老
朽
化
し
た
野
球
場
の
ス
コ

ア
ボ
ー
ド
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
改
修
な
ど

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
岩
峅
寺
駅
前
公
園

外
3
公
園
の
公
園
長
寿
命
化
計
画
を
作
成

し
ま
す
。

総
事
業
費

　９
，
０
０
０
万
円

■
老
朽
化
し
た
除
雪
機
の
更
新

　中
型
タ
イ
ヤ
シ
ョ
ベ
ル
1
台
と
小
型
ロ
ー

タ
リ
ー
2
台
、
小
型
タ
イ
ヤ
シ
ョ
ベ
ル
1
台

を
更
新
し
、
業
者
や
地
区
に
貸
与
し
ま
す
。

総
事
業
費

　２
，
４
０
０
万
円

良
質
な
教
育
環
境
を
実
現

■
小
学
校
に
冷
房
設
備
を
整
備

　全
小
学
校
の
普
通
教
室
と
特
別
教
室
な

ど
に
冷
房
設
備
を
整
備
し
ま
す
。
夏
休
み

に
工
事
を
予
定
し
て
い
ま
す
（
北
部
小
学

校
は
新
校
舎
に
設
置
）。

総
事
業
費

　1
億
３
，
７
０
０
万
円

■
利
田
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
整
備

　グ
ラ
ウ
ン
ド
北
西
の
拡
張
に
併
せ
て
、

排
水
改
修
や
防
球
ネ
ッ
ト
、
備
蓄
倉
庫
を

設
置
し
ま
す
。
夏
休
み
に
工
事
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

総
事
業
費

　４
，
７
０
０
万
円

農
林
業
事
業
の
推
進

■
土
地
改
良
事
業
の
推
進

　団
体
営
土
地
改
良
総
合
事
業
を
実
施

し
、
町
内
各
地
の
用
排
水
路
や
農
道
を
整

備
し
ま
す
。
ま
た
、
県
営
土
地
改
良
総
合

整
備
事
業
（
浦
田
地
区
・
高
原
地
区
）
を

実
施
し
ま
す
。

総
事
業
費

　2
億
３
，
２
０
０
万
円

■
林
道
長
倉
線
整
備
の
推
進

　林
道
長
倉
線
の
開
設
を
推
進
し
ま
す
。

総
事
業
費

　２
，
０
０
０
万
円

■
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
の
導
入
調
査
費
用

　町
の
防
犯
灯
な
ど
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
化
す

る
こ
と
で
、
Ｃ
Ｏ
2
削
減
を
図
る
と
と
も

に
、
将
来
的
に
維
持
管
理
費
を
軽
減
し
ま

す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
集
落
が
支
払
っ
て

い
た
電
気
料
金
な
ど
を
町
が
負
担
す
る
よ

う
に
し
ま
す
。

　平
成
25
年
度
は
Ｌ
Ｅ
Ｄ
導
入
に
向
け
て
の

調
査
費
用
を
計
上
し
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

事
業
費

　８
０
０
万
円

※ 3 月議会定例会時点の内容であり、国の補助金の内示により変更することがあります。

清水崇宏さんが
夫
め お と

婦チンドンで受賞
精神障害者自立支援活動賞（リリー賞）

　3
月
8
日
、
精
神
障
害
者
の
社
会
参
加
や
自
立
に
向

け
て
優
れ
た
活
動
を
し
て
い
る
方
へ
贈
ら
れ
る
「
精
神

障
害
者
自
立
支
援
活
動
賞
（
リ
リ
ー
賞
）」
を
清
水
崇

宏
さ
ん
（
38
歳
・
栃
津
）
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。「
精

神
障
害
者
自
立
支
援
活
動
賞
（
リ
リ
ー
賞
）」
は
全
国

95
件
の
応
募
の
中
か
ら
4
件
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
清
水

さ
ん
は
精
神
障
害
を
持
ち
つ
つ
も
「
心
の
病
に
な
っ

た
っ
て
人
を
元
気
に
す
る
こ
と
は
で
き
る
は
ず
！
」
を

テ
ー
マ
に
、
妻
・
利
恵
さ
ん
と
夫め

お
と婦
チ
ン
ド
ン
で
精
神

障
害
に
つ
い
て
の
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　清
水
さ
ん
が
精
神
障
害
の
統
合
失
調
症
を
発
症
し
た
の

は
23
歳
の
と
き
。
学
生
の
頃
は
テ
ニ
ス
を
し
た
り
と
、
ス

ポ
ー
ツ
で
心
身
を
鍛
え
て
い
ま
し
た
が
、
当
時
の
仕
事
で

生
活
の
リ
ズ
ム
が
狂
い
、
精
神
の
バ
ラ
ン
ス
も
崩
れ
始
め

ま
し
た
。
会
社
を
退
職
し
、
そ
の
後
も
10
回
以
上
転
職
や

転
居
を
繰
り
返
し
て
い
ま
し
た
が
、
30
歳
の
と
き
、
妻
・

利
恵
さ
ん
に
チ
ン
ド
ン
を

勧
め
ら
れ
た
こ
と
が
き
っ

か
け
で
転
機
を
迎
え
ま
し

た
。
最
初
は
興
味
も
な
く

始
め
た
チ
ン
ド
ン
で
し
た

が
、
チ
ン
ド
ン
コ
ン
ク
ー

ル
な
ど
で
、
自
分
の
姿
を

見
た
お
客
さ
ん
が
笑
っ
て

く
れ
た
り
、「
元
気
に
な
っ
た

よ
」
と
声
を
掛
け
て
く
れ
た

と
き
、「
人
か
ら
必
要
と
さ
れ

て
い
る
」
と
自
信
を
取
り
戻

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　そ
の
後
は
町
や
公
民
館

の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
様
々
な
行
事
で
チ
ン
ド
ン
を
披
露
す

る
よ
う
に
な
り
、
同
じ
障
害
を
持
っ
た
仲
間
も
メ
ン

バ
ー
に
加
わ
っ
て
、
昨
年
か
ら
「
立
山
Ｗ
Ａ
い
い
ち
ゃ

一
座
」
を
結
成
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　現
在
、
清
水
さ
ん
は
、
妻
・
利
恵
さ
ん
が
立
ち
上
げ

た
富
山
型
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
「
い
い
茶
家
」（
栃
津
）
で

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
働
い
て
い
ま
す
。

　2
月
21
日
、デ
イ
サ
ー
ビ
ス
「
い
い
茶
家
」
で
は
「
精

神
障
害
者
自
立
支
援
活
動
賞
（
リ
リ
ー
賞
）」
の
受
賞

記
念
と
支
え
て
く
れ
た
方
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め

て
、「
立
山
Ｗ
Ａ
い
い
ち
ゃ
一
座
」
が
チ
ン
ド
ン
の
お

披
露
目
会
を
行
い
ま
し
た
。
お
披
露
目
会
に
は
地
区
住

民
や
施
設
ス
タ
ッ
フ
な
ど
約
50
人
が
参
加
。
会
場
は
来

場
者
の
笑
顔
で
包
ま
れ
ま
し
た
。

　清
水
さ
ん
は
「
チ
ン
ド
ン
は
心
の
支
え
の
一
つ
で

切
っ
て
も
切
り
離
せ
な
い
存
在
で
す
。
今
後
も
活
動
を

続
け
、
同
じ
障
害
を
持
っ
た
方
に
も
自
分
が
元
気
で
活

動
し
て
い
る
姿
を
見
て
も
ら
い
、
笑
顔
に
な
っ
て
ほ
し

い
で
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

チンドンのお披露目会の後、花束と大きな
拍手が清水さんへおくられました

　3
月
20
日
、
新
瀬
戸
保
育
所
の
最

後
の
修
了
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　新
瀬
戸
保
育
所
は
昭
和
33
年
に
開

所
し
、
地
域
住
民
で
つ
く
る
新
瀬
戸

保
育
所
理
事
会
が
運
営
し
て
き
ま
し

た
。
昭
和
60
年
に
は
現
在
の
場
所
に

新
築
・
移
転
し
ま
し
た
が
、
除
々
に

入
所
児
が
減
少
し
、
今
年
4
月
か
ら

休
所
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　式
で
は
、
最
後
に
な
る
修
了
児
童

た
ち
が
大
畑
理
所
長
か
ら
授
与
さ
れ

た
保
育
証
書
に
感
謝
の
言
葉
を
添
え

て
自
分
の
親
へ
手
渡
し
て
い
ま
し
た
。

　ま
た
、
修
了
式
の
後
に
新
瀬
戸
保

育
所
感
謝
の
会
が
開
催
さ
れ
、
在
所

児
童
と
修
了
児
童
が
よ
さ
こ
い
を
発

表
し
た
り
、
新
瀬
戸
保
育
所
出
身
の

声
楽
家
、大
畑
理み

ち
ひ
ろ博
さ
ん
（
東
京
都
）

に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
が
披
露
さ

れ
ま
し
た
。

修了式の様子。大畑所長から保育証書
を授与される修了児童

新
瀬
戸
保
育
所
最
後
の
修
了
式

4

町が取り組む
緊急経済対策

2 月 21 日、デイサービス「いい茶家」で記念撮影をする
清水崇宏さん（手前右から 2 番目）と利恵さん（手前右側）

武道センター建設予定地

新保育所建設予定地
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行
楽
シ
ー
ズ
ン
前
に
環
境
美
化
活
動
を
実
施

町
環
境
保
健
衛
生
協
会

投
棄
物
の
回
収
を
実
施
し
ま
し
た
。

　同
協
会
は
平
成
23
年
か
ら
町
内
各
地

区
に
15
人
の
環
境
巡
視
員
を
委
嘱
し
、

不
法
投
棄
物
の
回
収
の
協
力
体
制
を
強

化
し
て
い
ま
す
。
各
地
区
で
は
環
境
巡

視
員
を
中
心
に
住
民
と
協
力
し
て
不
法

投
棄
物
の
回
収
を
行
っ
て
い
て
、
昨
年

は
町
内
全
体
で
２
，
０
５
０
個
が
回
収

さ
れ
ま
し
た
。

　廣
明
さ
ん
は
「
自
ら
が
不
法
投
棄
し

な
い
と
い
う
行
動
が
町
全
体
の
環
境
美

化
に
つ
な
が
り
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
の

心
掛
け
が
大
切
で
す
」と
話
し
ま
し
た
。

　行
楽
シ
ー
ズ
ン
到
来
に
先
駆
け
て
、

3
月
13
日
、
町
環
境
保
健
衛
生
協
会
の

廣
明
忠
信
理
事
長
な
ど
関
係
者
8
人
が

末
上
野
と
金
剛
寺
付
近
の
坂
道
で
不
法

空き缶など、特に飲食で出たごみ
が目立ちました

5
年
生
が
育
て
た
古
代
米
が
寒
餅
に

木
村
虎
太
郎
さ
ん
（
米
沢
）
が
自
衛
隊
へ
入
隊

新
瀬
戸
小
学
校
、
高
野
小
学
校

自
衛
隊
入
隊
予
定
者
激
励
会

　新
瀬
戸
小
学
校
と
高
野
小
学
校
の
5

年
生
が
育
て
た
古
代
米
を
藤
畑
豊
さ
ん

（
末
上
野
）
と
加
藤
四
佐
光
さ
ん
（
上

瀬
戸
）
が
寒
餅
に
加
工
し
て
各
小
学
校

の
児
童
た
ち
へ
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し

た
。　児

童
た
ち
は
昨
年
5
月
に
藤
畑
さ
ん

の
田
ん
ぼ
で
古
代
米
の
田
植
え
を
行

い
、
草
取
り
な
ど
の
世
話
を
し
て
9
月

に
収
穫
し
ま
し
た
。
ま
た
、
田
植
え
か

ら
稲
刈
り
ま
で
の
作
業
は
藤
畑
さ
ん
や

藤
畑
さ
ん
の
近
所
の
方
の
協
力
を
得
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

　今
春
か
ら
陸
上
自
衛
隊
金
沢
駐
屯
地

へ
配
属
さ
れ
る
木
村
虎
太
郎
さ
ん
（
米

沢
）
の
激
励
会
が
3
月
13
日
に
町
役
場

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　舟
橋
町
長
は
「
い
ざ
と
い
う
と
き
に

人
か
ら
感
謝
さ
れ
る
よ
う
訓
練
を
頑
張
っ

て
ほ
し
い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。
木
村
さ

ん
は
小
学
生
の
と
き
に
元
自
衛
官
だ
っ
た

父
・
広
一
さ
ん
を
事
故
で
亡
く
さ
れ
ま
し

た
。
激
励
会
で
は
育
て
て
く
れ
た
家
族
へ

感
謝
の
気
持
ち
を
話
し
、「
町
民
を
代
表

し
て
頑
張
り
た
い
で
す
」
と
意
気
込
み
を

話
し
ま
し
た
。

新瀬戸小学校の 5 年生と記念撮影する藤畑さん（下
段左から 3 番目）と加藤さん（下段右から 4 番目）

町長室で行われた激励会の様子。自衛官への意気
込みを話す木村さん（写真右側）

町
元
気
交
流
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
記
念
イ
ベ
ン
ト
開
催

「
わ
か
ち
あ
い
劇
場

　立
山
」
開
催

in

黒
部
ダ
ム
が
完
成
50
周
年

感
動
を
分
か
ち
合
う
劇
場

イ
ベ
ン
ト
期
間
中
は
黒
部
ダ
ム
建
設
当

時
の
写
真
パ
ネ
ル
な
ど
48
点
が
展
示
さ

れ
た
ほ
か
、
1
日
と
24
日
に
は
困
難
を

極
め
た
建
設
工
事
を
題
材
に
し
た
テ
レ

ビ
ド
ラ
マ
「
黒
部
の
太
陽
」
の
上
映
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
黒
部
ダ
ム
は
、
昭
和

31
年
か
ら
7
年
の
工
期
を
経
て
昭
和
38

年
6
月
に
竣
工
し
ま
し
た
。
写
真
パ
ネ

ル
展
示
で
は
、
ト
ン
ネ
ル
工
事
の
際
に

大
量
の
湧
水
が
噴
出
し
て
い
る
様
子
や

厳
し
い
環
境
で
工
事
を
進
め
る
作
業
員

の
表
情
や
姿
な
ど
、
黒
部
ダ
ム
が
完
成

す
る
ま
で
の
歴
史
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

が
開
催
さ
れ
、
地
域
で
食
文
化
を
築
い

て
き
た
在
来
食
物
を
題
材
に
し
た
映
画

「
よ
み
が
え
り
の
レ
シ
ピ
」
が
上
映
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
東
京
都
内
の
市

民
大
学
「
丸
の
内
朝
大
学
」
の
受
講
生
で

富
山
県
の
活
性
化
に
つ
い
て
考
え
て
い
る

高た
か
べ倍
友
彦
さ
ん
（
神
奈
川
県
）
と
町
内
外

の
有
志
が
企
画
し
た
も
の
で
、
今
後
も
継

続
し
て
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　高
倍
さ
ん
は
「
映
画
を
見
て
、
こ
の

地
域
に
あ
る『
こ
こ
に
し
か
な
い
価
値
』

を
気
付
く
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
い
い
と

思
っ
て
い
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　3
月
3
日
、
町
元
気
交
流
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
で
「
わ
か
ち
あ
い
劇
場

　立
山
」

　国
内
最
大
の
堤
高
を
誇
る
黒
部
ダ
ム

の
完
成
50
周
年
を
記
念
し
た
イ
ベ
ン
ト

が
3
月
1
日
か
ら
24
日
ま
で
町
元
気
交

流
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

建設当時の様子を写した写真
パネルに見入る来場者

町元気交流ステーションのイベント広場
で行われた上映会

Pick Up News

ピックアップニュース

期日 時間 実施場所

4 月 9 日㈫

8：50 ～ 9：20 大森公民館
9：30 ～ 9：50 大日町公民館

10：00 ～ 10：40 利田公民館
10：50 ～ 11：00 沢端公民館
11：10 ～ 11：20 浦田 2 区公民館
11：30 ～ 11：40 正覚寺（泉）
13：00 ～ 14：30 立山町役場西側

4 月 17 日㈬

8：50 ～ 9：20 高野公民館
9：30 ～ 9：40 日中柴山公民館
9：50 ～ 10：05 上東地域活性化センター

10：15 ～ 10：25 農協東谷ふれあいセンター
10：35 ～ 10：40 白岩公民館
10：50 ～ 10：55 ちりめん公園（目桑）
11：05 ～ 11：10 東峯地区集落センター
11：20 ～ 11：40 新瀬戸公民館

4 月 18 日㈭

8：50 ～ 9：20 下段公民館
9：30 ～ 10：00 釜ヶ渕公民館

10：10 ～ 10：40 岩峅公民館
10：50 ～ 10：55 横江地蔵前
11：10 ～ 11：20 祐教寺（千垣）
11：30 ～ 11：40 芦峅寺消防団詰所前

4 月 21 日㈰ 8：30 ～ 10：30 立山町役場西側

　町
で
は
、
左
記
の
日
程
で
狂
犬
病
予
防
注
射
を
行

い
ま
す
（
雨
天
実
施
）。
犬
が
暴
れ
な
い
よ
う
に
慣
れ

た
人
が
連
れ
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
実
施
場
所
で
予
防
注
射
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
場
合
は
、
動
物
病
院
で
受

け
て
く
だ
さ
い
（
案
内
は
が
き
を
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
）。
予
防
注
射
の
料

金
は
次
の
通
り
で
す
。
注
射
時
に
現
金
で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

◉
登
録
済
み
の
犬　

３
，
０
０
０
円

　
（
内
訳
：
注
射
料
金
２
，４
５
０
円
、注
射
済
票
交
付
手
数
料
５
５
０
円
）

◉
新
規
登
録
の
犬　

６
，
０
０
０
円

　
（
内
訳
：
注
射
料
金
２
，４
５
０
円
、注
射
済
票
交
付
手
数
料
５
５
０
円
、

登
録
手
数
料
３
，
０
０
０
円
）

狂
犬
病
予
防
注
射
の
お
知
ら
せ

ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
と
交
通
安
全
帽
贈
呈
式

子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
願
っ
て

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
石
田
孝
夫
会
長
）
か

ら
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
が
、
町
交
通
安

全
協
会
（
久
世
忠
昭
会
長
）
か
ら
交
通

安
全
帽
が
町
へ
贈
ら
れ
ま
し
た
。
ラ

ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
と
交
通
安
全
帽
は

２
６
０
人
分
あ
り
、
4
月
5
日
の
入
学

式
で
子
ど
も
た
ち
に
配
ら
れ
ま
す
。

　石
田
会
長
は
「
子
ど
も
た
ち
の
健
全

育
成
の
た
め
に
で
き
る
限
り
協
力
し
て

い
き
た
い
で
す
」
と
話
さ
れ
、
舟
橋
町

長
が
「
地
域
に
守
ら
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
を
子
ど
も
た
ち
へ
伝
え
た
い
で

す
」と
感
謝
の
気
持
ち
を
話
し
ま
し
た
。

　4
月
か
ら
小
学
校
へ
入
学
す
る
新
入

生
の
た
め
に
、
3
月
7
日
、
立
山
ラ
イ

ランドセルカバーを手渡す石田会長（右奥）
と交通安全帽を手渡す久世会長（右手前）

in
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まちの身近な話題をレポート

カメラルポ
楽しく健康づくり、約 100 人参加

　3 月 19 日、町健康づくりボランティア連絡協議会
と町が主催する「ウォーキング交流会 in みらいぶ」
が行われ、約 100 人がウォーキングを楽しみました。
　町健康づくりボランティア連絡協議会は各地区でウ
ォーキングを推進していて、毎年 1 回、合同でウォ
ーキング交流会を開催しています。
　コースは町元気交流ステーションを出発し前沢中央
公園横や五百石商店街を回る約 3 ㎞のコースです。コ
ース内の 5 箇所にキーワードが書かれた紙が貼られて
いて、参加者は 5 文字のキーワードを完成させ、ゴー
ルの町元気交流ステーションを目指しました。
　また、会場ではノルディックウォーク体験が行われ
たり、「きのこたっぷり元気鍋」が振る舞われたほか、
立山図書館ではウォーキングに関する図書の展示コー
ナーが設けられました。

ウォーキング交流会 in みらいぶ開催

優雅なひな飾りを一堂に展示
町女性団体ネットワーク

　3 月 3 日、町女性団体ネットワークが主催
する「ひな祭り茶会」が休んでかれやで開催さ
れました。会場には手作りのひな人形や会員の
方から寄付された 3 つの 7 段飾りが並べられ
たほか、町女性団体ネットワーク結成 30 周年
を記念して、天皇の束帯と皇后の十二単に身を
包んだ、珍しい「束

そくたいびな

帯雛」が展示されました。
　また、呈茶のおもてなしやミュージックベル
愛好会による演奏も行われ来場
者を楽しませました。来場者か
らは「ひな壇は嫁入り道具の一
つ。ミュージックベルでも懐か
しい童謡が聞け、昔を思い出し
て元気になれました」という声
が聞かれました。

1 会場でひときわ目
立つ 7 段飾り
2 ミュージックベル
愛好会による演奏。懐
かしい童謡など 7 曲
が披露されました
3 特別に展示された

「束
そ く た い び な

帯雛」

まちの身近な話題をレポート

カメラルポ

2

1

3

任期を終える小島さんへ花束

第 14 回田園コンサート開催

　越中陶の里「陶農館」で 3 月 10 日、「第 14 回田園
コンサート in 立山」が開催され、町内外から約 110
人が来場しました。コンサートでは町出身で声楽家の
大畑理

みちひろ

博さん（上宮出身・東京都在住）が「ふるさと」
や「あすという日が」など 13 曲を披露し、大きな拍
手が観客から送られました。この田園コンサートは地
域おこし協力隊として千葉県から町へ移り住んだ小島
路生さんが 3 年前から企画し開催してきました。その
小島さんも 3 月 31 日で 3 年間の任期を終え、コンサー
トの最後には感謝の気持ちを込めて関係者から花束が
贈られました。小島さんは「人とのつながりで開催し
てこれた素晴らしいコンサートでした。協力していた
だいた方や今まで来場していただいた方には、本当に
感謝しています」と話しました。

1 全 13 曲を美しい歌声
で歌い上げ、来場者を魅了
する大畑さん 2 様々な活
動で新瀬戸地区を中心に町
を盛り上げてきた小島さ
ん。花束をプレゼントされ
た後、関係者と来場者へ感
謝の気持ちを伝えました 2

町制 60 周年を記念した書籍を贈呈
雄山中学校全校生徒792人へ

1 書籍を読む生徒たち。入学式後には
新入生にも贈呈されます 2 町制 60 周
年を記念して町が購入した書籍。株式会
社たてやまや一部書店で販売されていま
す 3 贈呈式の様子。舟橋町長から書籍
を受け取る佐伯知哉さん

　3 月 15 日、立山・黒部アルペンルートの立
山トンネル完成までを漫画化した「天空にかけ
る橋 神の山に挑んだ男たち」が雄山中学校の
全校生徒へ贈呈されました。これは、町制 60
周年記念事業の一環として町が購入したもの
で、立山の自然の豊かさや厳しさと立山トンネ
ル工事を成し遂げた先人の偉業や当時の情景が
青少年向けに分かりやすく書かれています。
　15 日に体育館で行われた贈呈式では舟橋町
長から生徒代表の佐伯知哉さん（2 年生）へ書
籍が手渡されました。

1

1

2

3

1 参加者は会話な
どを楽しみながら
元気よく手を振っ
て歩いていました
2 キ ーワ ードを
チェックする参加
者 3 立山図書館
に設けられた展示
コーナー

1

2 3

目桑の伝統、白炭作り
髙畑賦

みつぐ

さん（目桑）が窯に最後の火入れ

　3 月 15 日～ 22 日、目桑集落でただ一人、白炭作りの伝統
を守っている髙畑賦

みつぐ

さん（81 歳・目桑）が窯に最後の火を入
れました。ナラの木などを石の窯で焼いて作る白炭は、独特の
製法が用いられ、表面が白く仕上がり、燃料に使うと火の持ち
がよく、煙の少ないことが特徴です。
　昔、目桑集落では白炭作りが盛んに行われていました。60
年前は 8 基の窯がありましたが、ガスや電気の普及で一時
衰
すいめつ

滅。6 代目として家業を継ぎ、先代の父・宗太郎さんと二人
三脚で白炭を作っていた髙畑さんも 30 歳の頃、宗太郎さんが
亡くなったこともあり白炭作りを辞めました。しかし、白炭作
りへの情熱を持ち続けていた髙畑さんは、会社を定年後に初代
炭焼職人の名前を付けた「善太郎窯」を復興。宗太郎さんから
教わった記憶を頼りに途絶えていた白炭作りを再現し、現在ま
で白炭を作り続けてきました。切った木を運ぶなど、白炭作り
は重労働が多く、15 年前からは近所の髙畑忠雄さん（目桑）
の手を借り作業をしてきましたが、昨年頃から体力の衰えを感
じ、今年で最後の白炭作りにすることを決めました。
　髙畑さんは「まだ続けたいという気持ちがある分、これで最
後だと思うと寂しいが、今回もいい白炭が焼けた」と充実した
様子で話しました。

1 出来上がった白炭
を囲む㊧髙畑賦さんと
㊨髙畑忠雄さん
23 日間かけて焼き上
げた炭を窯から取り出
す作業。真っ赤な炭は
とても熱く、近寄るだ
けでも一苦労です
3 窯から取り出した
ばかりの炭に山土の灰
を掛け、急激に冷やし
ます。この工程で炭の
表面が白く仕上がりま
す

2

3

1
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立山町
農業委員会だより

農
地
法
第
３
条
の
許
可

　

農
地
を
農
地
と
し
て
所
有
権
移

転
（
売
買
・
交
換
・
贈
与
）
や
貸

し
借
り
（
賃
貸
借
・
使
用
貸
借
）

を
す
る
場
合
に
は
、
事
前
に
農
業

委
員
会
の
許
可
が
必
要
で
す
。
た

だ
し
、
所
有
権
移
転
後
の
経
営
面

積
が
あ
ま
り
に
小
さ
い
と
、
生
産

性
が
低
く
農
業
経
営
が
効
率
的
か

つ
安
定
的
に
継
続
で
き
な
い
こ
と

が
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
移
転

後
の
農
業
経
営
面
積
が
50
ａ
以
上

で
な
い
と
許
可
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

農
地
を
譲
り
受
け
る
に
は
、
所

定
の
申
請
様
式
に
必
要
事
項
を
記

入
、
押
印
し
、
決
め
ら
れ
た
書
類

を
添
付
し
て
、
農
業
委
員
会
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

農
地
を
相
続
し
た
ら
届
出
が
必
要

で
す

　

相
続
な
ど
で
農
地
法
第
3
条
の

許
可
を
受
け
る
こ
と
な
く
、
農
地

の
権
利
を
取
得
し
た
場
合
は
、
権

利
取
得
を
知
っ
た
日
か
ら
お
お
む

ね
10
カ
月
以
内
に
、
農
業
委
員
会

に
そ
の
旨
を
届
け
出
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。　

農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
事
業
に

つ
い
て

　

農
地
を
効
率
的
か
つ
安
定
的
に

耕
作
す
る
た
め
に
農
地
の
貸
し
借

り
を
円
滑
に
す
る
事
業
で
す
。
こ

の
事
業
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
農
地

の
賃
貸
借
に
つ
い
て
は
、
農
地
法

の
賃
貸
借
規
制
が
適
用
除
外
さ
れ

ま
す
。

▼
農
地
法
第
3
条
の
許
可
は
不
要

で
す
。

▼
貸
し
た
農
地
は
、
期
限
に
な
る

と
、
必
ず
返
っ
て
き
ま
す
。

▼
期
間
終
了
後
の
離
作
料
は
不
要

で
す
。

▼
期
間
終
了
前
に
貸
し
手
と
借
り

手
の
双
方
に
通
知
が
届
き
ま
す
。

▼
利
用
権
の
再
設
定
で
貸
借
を
継

続
で
き
ま
す
。

農
地
法
第
４
条
、
５
条
の
許
可

　

農
地
の
転
用
と
は
、
農
地
を
住

宅
や
車
庫
、
店
舗
、
駐
車
場
な
ど

の
用
地
に
転
換
す
る
こ
と
を
い
い

ま
す
。
自
分
名
義
の
農
地
を
転
用

す
る
場
合
（
４
条
）
や
他
人
名
義

の
農
地
を
譲
り
受
け
て
、
農
業
以

外
に
利
用
す
る
場
合
（
５
条
）
は
、

農
業
委
員
会
を
経
て
、
県
知
事
の

許
可
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、

町
農
業
委
員
会
事
務
局
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

立山町
農業委員会だより
問町農業委員会事務局
☎ 462－9972

農
地
の
転
用
に
は
許
可
が

必
要
で
す

◆
農
業
に
従
事
す
る
方
は
広
く
加
入
で
き
ま
す

　60
歳
未
満
の
国
民
年
金
第
1
号
被
保
険
者
で
あ
っ
て
年

間
60
日
以
上
農
業
に
従
事
し
て
い
る
方
は
誰
で
も
加
入
で

き
ま
す
。

◆
少
子
高
齢
化
時
代
に
強
い
年
金
で
す

　積
立
方
式
の
確
定
拠
出
金
制
度
で
す
。
加
入
者
・
受
給

者
数
に
左
右
さ
れ
に
く
い
長
期
的
に
安
定
し
た
制
度
で
す
。

◆
保
険
料
を
自
由
に
設
定

　月
額
2
万
円
～
6
万
7
千
円
ま
で
自
由
に
設
定
で
き
ま

す
。納
め
た
保
険
料
は
全
額
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す
。

◆
80
歳
ま
で
の
保
証
付
き
の
終
身
保
険
で
す

　農
業
者
老
齢
年
金
は
、
原
則
65
歳
か
ら
生
涯
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　仮
に
80
歳
前
に
亡
く
な
ら
れ
た
場
合
で
も
、
80
歳
ま
で

に
受
け
取
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
農
業
者
老
齢
年
金
を
死
亡

一
時
金
と
し
て
ご
遺
族
に
支
給
し
ま
す
。

◆
認
定
農
業
者
な
ど
の
担
い
手
の
み
な
さ
ま
に
は
、

　

保
険
料
の
一
部
国
庫
補
助
が
受
け
ら
れ
ま
す

　農
業
者
の
担
い
手
と
し
て
一
定
の
要
件
を
満
た
す
方
に

は
、
保
険
料
の
国
庫
補
助
（
月
額
最
高
1
万
円
、
通
算
す

る
と
最
大
で
２
１
６
万
円
）
が
あ
り
ま
す
。

問
町
農
業
委
員
会
事
務
局
☎
４
６
２
・
９
９
７
２

問
Ｊ
Ａ
ア
ル
プ
ス
た
て
や
ま
支
店
☎
４
６
３・０
５
６
０

　

農
地
を
持
っ
て
い
な
い
農
業
者
や
、
配
偶
者
、
後

継
者
な
ど
の
家
族
従
事
者
も
加
入
で
き
ま
す
。
脱
退

は
自
由
で
す
。脱
退
一
時
金
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
が
、

加
入
期
間
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
ま
で
に
支
払
っ
た

保
険
料
は
将
来
、
年
金
と
し
て
受
け
取
れ
ま
す
。

忙しい農業者向け！全国農業新聞（週間）
　全国農業新聞は、毎週金曜日発刊の新聞で農業の話題などが掲載されています。毎日読むのは大変、1 カ

月だと遅いと思われるみなさんにぴったりの新聞です。全国農業新聞の特徴は❶わかりやすい農業・農政の

解説❷みなさんが知りたい経営・流通の最新情報が満載❸暮らしと地域に活力を

❹女性の元気を応援❺文字が大きく読みやすい、です。

◆発行日：週１回（金曜日）　◆発行元：全国農業会議所　◆購読料：月 600 円

問い合わせ・申し込み先：町農業委員会事務局☎ 462-9972

農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
！

【
質
問
】
町
農
業
委
員
会
は
、
担

い
手
を
ど
の
よ
う
に
認
識
さ
れ
て

い
ま
す
か
。

【
回
答
】
4

　以
上
の
農
地
を
農

業
経
営
し
て
い
る
方
を
担
い
手
と

し
て
位
置
づ
け
し
て
い
ま
す
。
ア

ル
プ
ス
地
域
農
業
再
生
協
議
会
で

は
、
3

　以
上
と
し
て
い
ま
す
。

【
質
問
】
そ
れ
で
は
、
3

　未
満

の
農
業
者
は
、
ど
の
よ
う
に
な
り

ま
す
か
。

【
回
答
】
戸
別
所
得
補
償
制
度
で

は
、
担
い
手
で
な
い
農
業
者
で
あ

っ
て
も
、
10
　以
上
耕
作
し
て
い

る
場
合
に
交
付
金
が
あ
り
ま
す
。

平
成
25
年
度
は
、
引
き
続
き
、
経

営
安
定
対
策
と
し
て
戸
別
所
得
補

償
制
度
が
引
き
継
が
れ
ま
す
が
、

平
成
26
年
度
以
降
は
不
透
明
で
す
。

【
質
問
】
農
地
の
受
委
託
・
契
約

に
つ
い
て
、
以
前
は
、
農
協
の
営

農
指
導
員
が
取
り
ま
と
め
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
現
在
は
そ
う
で

は
な
い
た
め
、
参
考
資
料
と
し
て

条
件
を
示
す
と
と
も
に
、
農
地
の

あ
っ
せ
ん
に
努
め
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

【
回
答
】
標
準
賃
借
料
は
、
毎
年

4
月
の
町
広
報
で
お
知
ら
せ
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
町
農
業
委
員
会

で
農
地
相
談
員
を
配
置
し
て
い
ま

す
の
で
、
地
区
の
町
農
業
委
員
、

営
農
指
導
員
と
協
力
し
て
、
農
地

の
あ
っ
せ
ん
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

【
質
問
】
集
落
営
農
組
織
（
法
人
）

の
労
災
保
険
に
つ
い
て
教
え
て
く

だ
さ
い
。

【
回
答
】
集
落
営
農
組
織
の
構
成

員
や
家
族
の
方
が
加
入
で
き
る
労

災
保
険
の
特
別
加
入
制
度
が
あ
り

ま
す
。
中
小
事
業
主
等
と
指
定
農

作
業
機
械
作
業
従
事
者
、
特
定
農

作
業
従
事
者
の
区
分
が
あ
り
、
区

分
に
よ
り
災
害
発
生
時
の
補
償
対

象
作
業
や
保
険
料
率
が
異
な
り
ま

す
。
労
災
保
険
で
は
、
治
療
費
の

補
償
や
治
療
に
要
し
た
期
間
の
休

業
補
償
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

給
料
制
を
採
用
し
て
い
る
法
人

の
従
業
員
は
、
一
般
加
入
の
労
災

保
険
に
な
り
ま
す
。

News

町
農
業
委
員
会
と

農
業
者
の
意
見
交
換
会

2
月
5
日
、
町
民
会
館

　
「
自
分
の
農
地
だ
か
ら
許
可
申
請
や
届
出
な
ど
を
せ
ず
に
、

自
由
に
売
っ
た
り
、
貸
し
た
り
、
転
用
し
て
も
よ
い
の
で
は
な

い
か
」
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

農
地
を
守
り
、
農
地
の
効
率
的
な
利
用
を
図
る
た
め
に
「
農

地
法
」
と
い
う
法
律
が
あ
り
ま
す
。

　市
町
村
に
設
置
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
る
農
業
委
員
会
は
、

公
的
に
認
め
ら
れ
た
唯
一
の
農

業
・
農
業
者
の
代
表
機
関
で
す
。

農
業
委
員
は
、
農
業
者
と
行
政

の
橋
渡
し
役
と
し
て
活
力
あ
る

農
業
・
農
村
づ
く
り
を
進
め
て

い
ま
す
。
町
農
業
委
員
会
の
主

な
業
務
は
次
の
通
り
で
す
。

▼
農
地
の
権
利
移
転
の
許
可
や

転
用
な
ど
の
進
達
／
農
地
な
ど

の
所
有
権
移
転
や
賃
借
権
設
定

の
許
可
を
し
た
り
、
転
用
に
つ

い
て
県
知
事
へ
取
り
次
ぎ
届
け
て

い
ま
す
。

▼
農
業
者
年
金
の
事
務
／
農
業

者
年
金
に
係
る
制
度
の
周
知
や

加
入
促
進
、
受
給
手
続
き
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
各
種
証
明
書
の
発
行
／
非
農

地
証
明
や
買
受
適
格
者
証
明
な

ど
の
証
明
書
を
発
行
し
て
い
ま

す
。

▼
農
地
売
買
の
あ
っ
せ
ん

▼
農
地
の
利
用
権
設
定

▼
標
準
賃
借
料
・
標
準
農
作
業

料
金
の
決
定

▼
耕
作
放
棄
地
や
農
地
の
違
反

転
用
の
調
査

▼
認
定
農
業
者
の
支
援

農
業
委
員
会
の

　
　
　
　

主
な
業
務

農
地
を
耕
作
す
る
た
め
に

権
利
を
取
得
す
る

ha	
ha	

ha	

a	

意見交換会であいさつする
山元繁幸町農業委員会長
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立山町
農業委員会だより

立山町
農業委員会だより

平成 25 年
町標準賃借料

町標準農作業料金

　個別の賃貸料・農作業料金については、ここに提供する情報を参
考に、貸し手と借り手の協議で決めてください。
※農地法の改正で標準小作料制度が廃止されましたが、農地賃借料
情報の公平な目安を示すことが求められていることから、従来の算
定方法に基づいた賃借料情報を示しています。

※消費税は含まれていません。　
※ほ場整備された1区画 30アールの田んぼを基準にした料金です。

表2　町標準農作業料金（動力料金）
項　目 標準農作業料金（円）

水
稲

水　稲

 トラクター（耕起から代かきの一貫作業） 14,600

　不整形田、あるいは倒伏
などの悪条件の場合は、相
対で協議の上、20％を限度
として加算できる。

 側条田植機（苗、肥料委託者負担） 8,400
 田植機（苗委託者負担） 　　　　　 6,500
 コンバイン（刈り取り、脱穀） 19,000

秋起こし  トラクター（耕起、溝切り） 　　　　　 7,400
あぜぬり  トラクター（あぜの片面） 1 ｍ当たり 75

麦
と
大
豆

麦
 トラクター（耕起、整地溝切り、は種） 15,300
 トラクター（耕起、整地溝切り） 8,600
 コンバイン（刈り取り、脱穀） 16,300

大　豆
 トラクター（耕起、整地溝切り、は種） 14,000
 コンバイン 21,900

額縁排水 1 ｍ当たり 41

10アール当たり

農作業 1 日当たり賃金
（作業内容と年齢により加減） 7,200～ 13,900円 実労働時間は 8時間

乾燥・調整作業料金（米 30㎏1袋） 990円（乾燥 630 円、調整 360 円） 持込・出荷の運搬、袋なし

この情報は、目安になる料金を示したものです。 町
農
業
委
員
コ
ラ
ム

米島 晴雄 委員
（坂井沢）

森 純子 委員
（蔵本新）

70 8

7

6

5

4

3

60

50

40

30

寒締めコマツナのは種時期と糖度およびビタミンＣの関係

糖度

糖
度

ビタミンＣ

糖度
ビタミンＣ

10月20日
11月29日

11月1日
12月24日

11月6日
1月12日

11月15日
2月21日

11月20日
2月25日

は種日
収穫日

34
3.8 4.1 6 7.2 6.8

46 52 68 69

ビ
タ

ミ
ン

Ｃ

10アール当たり表1　町標準賃借料（田んぼ）

※畑については、標準賃借料を定めていません。　
※ほ場整備された1区画 30アールの田んぼを基準にした料金です。

標準賃借料（円） 地区名 集　落　名

10,800

五百石 全域
大　森 全域
下　段 古川、向新庄、一本木、日俣
高　野 金剛新、米沢、野町、高原、江崎、渕上、東野、沢新
利　田 日置、上野、立泉寺、日水、横沢、塚越、五郎丸、鉾木、浅生、曽我
釜ヶ渕 野村、末三賀
新　川 田添、泉、沢端、二ツ塚、辻、若宮、寺田、浦田1区・2区

8,100

下　段 榎、榎町、坂井沢、大窪開、金剛寺、下段、上金剛寺
高　野 横江、福来、竹林、下新、上福来
利　田 総曲輪、下利田、金屋、上利田
東　谷 四谷尾
釜ヶ渕 道源寺、沢中山、米道
立　山 宮路、岩峅寺、岩峅野、下田
新　川 女川新、上女川新

7,300 上　段 全域【池田、芦見（東）を除く】

3,400
東　谷 谷口、白岩、目桑、谷
釜ヶ渕 末谷口
立　山 栃津、東中野新、横江野開、横江

2,400

上　段 池田、芦見（東）
東　谷 虫谷、六郎谷、伊勢屋、小又、松倉、長倉、座主坊
釜ヶ渕 黒谷
立　山 吉峰野開、天林、千垣、芦峅寺

曜
日

みそ製造の週間予定 ホウレン草
収穫時間みそ製造作業時間 1回目 2回目

日
9：00 ～ 9：30 米の洗浄・浸漬

休日

月

9：00 ～ 9：30 米の水切り 9：30 ～ 12：00
13：00 ～
14：00 ～
15：30 ～

米蒸し
種付け～引き込み

みそ撹拌

火

9：00 ～ 9：30

11：30 ～ 12：00 切り返し

米の洗浄・浸漬
9：30 ～ 12：00

17：00 ～ 17：30 手入れ
大豆の洗浄・浸漬

13：00 ～ 17：00

水

9：30 ～

10：30 ～ 12：00

大豆の水切り
2 番手入れ

豆蒸し～冷却

米の水切り

休日
13：00 ～

～ 16：30
仕込み

米蒸し
種付け～引き込み

木
11：30 ～ 12：00 切り返し

8：30 ～ 11：30

17：00 ～ 17：30 手入れ
大豆の洗浄・浸漬

13：00 ～ 17：00

金

9：00 ～ 9：30

10：30 ～ 12：00

大豆の水切り
2 番手入れ

豆蒸し～冷却 休日
13：00 ～ 15：30

15：30 ～
仕込み
清掃

土 休日

し
た
。
4
月
か
ら
機
械
メ
ー
カ
ー

の
指
導
を
受
け
な
が
ら
1
ト
ン
あ

ま
り
作
り
ま
し
た
。

　試
食
会
を
行
っ
た
り
、
組
合
員

へ
サ
ン
プ
ル
を
配
布
し
て
ア
ン

ケ
ー
ト
を
と
り
、
次
年
度
対
策
を

次
の
よ
う
に
立
て
ま
し
た
。

❶
麹こ

う
じの
割
合
を
増
や
す
。

❷
1
月
か
ら
始
め
る
。

❸
み
そ
貯
蔵
庫
の
夏
場
の
高
温
対
策
。

❹
従
事
者
の
勤
務
時
間
対
策
。

❺
ロ
ゴ
マ
ー
ク
や
容
器
、
新
商
品

に
も
広
く
知
っ
て
も
ら
え
た
ら

と
思
い
ま
す
。「
米
っ
粉
倶
楽
部
」

で
も
、
ホ
ウ
レ
ン
草
や
サ
ツ
マ
イ

モ
、
カ
ボ
チ
ャ
な
ど
を
、
米
粉
パ

ン
に
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

　「と
や
ま
の
カ
ン
カ
ン
野
菜
」

に
は
、
現
在
、
次
の
14
品
目
が
登

録
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
ダ
イ
コ
ン
・
ニ
ン
ジ
ン
・
ホ
ウ

レ
ン
草
・
ハ
ウ
ス
白
ネ
ギ
・
イ
チ

ゴ
・
コ
マ
ツ
ナ
・
菜
花
・
ア
ス
パ

ラ
菜
・
ヤ
ー
コ
ン
・
サ
ツ
マ
イ
モ
・

カ
ブ
・
プ
チ
ヴ
ェ
ー
ル
・
キ
ャ
ベ

ツ
・
子
持
ち
高
菜
。

こ
の
シ
ー
ル
知
っ
て
い
ま
す
か
？

　2
月
22
日
、
県
女
性
農
業
委
員

会
が
あ
り
ま
し
た
。「
と
や
ま
の

カ
ン
（
寒
）・
カ
ン
（
甘
）
野
菜

に
つ
い
て
」
県
農
業
技
術
課
の
奥

野
氏
に
よ
る
研
修
会
で
す
。

　富
山
の
冬
は
、
寒
く
、
雪
深
い
。

農
業
生
産
者
に
お
い
て
は
、
大
き

な
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
。
で
も
、

富
山
な
ら
で
は
の
気
候
を
利
用
す

る
こ
と
で
、
甘
く
て
、
そ
し
て
暖

か
い
地
方
で
採
れ
る
冬
野
菜
よ
り

も
栄
養
価
の
高
い
野
菜
が
出
来
上

が
り
ま
す
（
下
図
、
寒
締
め
コ
マ

ツ
ナ
の
は
種
時
期
と
糖
度
お
よ
び

ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
の
関
係
を
参
照
）。

　「地
産
地
消
」
は
新
鮮
な
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
、
栄
養
面
で
も
高
い

こ
と
を
、
農
業
生
産
者
や
消
費
者

開
発
。

　い
ろ
ん
な
意
見
を
参
考
に
し

て
、
本
年
度
は
、
お
い
し
い
と
評

判
の
高
い
み
そ
を
作
っ
て
い
る
方

の
指
導
を
受
け
て
、
3
ト
ン
あ
ま

り
を
改
善
し
な
が
ら
仕
込
ん
で
い

る
最
中
で
す
。

　（農
）
い
こ
い
の
杜
も
、
冬
場

の
従
業
員
の
仕
事
の
確
保
が
ネ
ッ

ク
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
ハ
ウ

ス
の
有
効
利
用
を
図
り
な
が
ら
、

県
が
勧
め
て
い
る
、「
と
や
ま
の

カ
ン
カ
ン
野
菜
」
の
ホ
ウ
レ
ン
草

を
栽
培
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
み

そ
加
工
と
両
立
す
る
こ
と
が

実
証
で
き
ま
し
た
（
上
図
、

み
そ
加
工
と
ホ
ウ
レ
ン
草
の

収
穫
時
期
の
配
分
を
参
照
）。

　昨
年
は
、
12
月
8
日
に
雪

が
降
り
、
ネ
ギ
の
収
穫
が
で

き
ず
、
そ
の
後
の
ネ
ギ
作
業

が
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
ホ

ウ
レ
ン
草
を
ハ
ウ
ス
3
棟

に
、
は
種
し
て
い
た
お
か
げ

で
、
若
い
女
性
従
業
員
の
雇

用
を
確
保
で
き
た
こ
と
が

大
き
な
収
穫
で
し
た
。
農
家

の
み
な
さ
ん
も
冬
場
の
ハ

ウ
ス
で
、「
と
や
ま
の
カ
ン

カ
ン
野
菜
」
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

み
そ
作
り
と
ホ
ウ
レ
ン
草
を
組
み

合
わ
せ
て

　（農
）
い
こ
い
の
杜
で
は
、
平

成
23
年
度
に
国
か
ら
6
次
産
業
化

法
人
に
認
定
さ
れ
、
平
成
24
年
3

月
末
に
み
そ
加
工
場
を
建
設
し
ま

みそ加工とホウレン草の収穫時期の配分

⇧「とやまのカンカン野菜」
　の目印になるシール
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②①

※がん検診の個人通知は74歳以下の方に行っていますが、通知のない方でも受診できます。希望される方は、町保健センターへお申し込みください。
※胃がん検診受診後は、早めの水分補給と下剤の内服が必要です。各自で水やお茶を持参してください。

※検診結果の一部は、受診者だけでなく町にも返送されます。これは健康管理業務に使用するためであり、
ほかの目的で使用することはありません。成人保健

　4 月のテーマは「子育て」です。詳しくは町保健センターへお問い合わせください。
※健康づくり川柳の締め切りは毎月末です。作品は町保健センター（町元気交流ステーション3階）に展示しています。

健康づくり川柳募集中！

■ 2 月の優秀作品
テーマ「アルコール」 

・「無
む ち ゃ

茶飲みは　癒しの酒も　仇
あだ

となり」宮本勝昭さん

・「アルコール　適量飲んで　健康に」松井清光さん

・「晩酌を　妻の視線が　セーブする」亀山博さん

保健
だ よ り

問い合わせ先
町保健センター☎463-0618

■4月1日～ 5 月10日までに町が行う健康診査などで、個人通知書に代わるものです。

パ
パ 

康
仁
さ
ん　

マ
マ 

祐
香
さ
ん

元
気
な
強
い
子
に
育
っ
て
ね
。

す
く
す
く
大
き
く
育
っ
て
ね
♡

★
大
后 

克か
つ
き輝

く
ん
（
1
歳
6
か
月
）

★
堀
田 

蒼そ

ら空
く
ん
（
1
歳
5
か
月
）

パ
パ 

大
輔
さ
ん　

マ
マ 

亜
希
子
さ
ん

項目区分 実施月日 受付時間 対象者 備考

ベビママ相談 4月 3日（水） 13：00 ～13：30 平成24年8・9月生まれ
母乳相談のある方は要予約 小児科診察、栄養相談、個別相談、母乳相談（助産師）

1歳6か月児健診
4月 11日（木）

13：00 ～13：30
平成23年10月生まれ 小児科・歯科診察、フッ素塗布（希望者）、栄養相談、

個別相談、子育て相談(臨床心理士）5月 9日（木） 平成23年11月生まれ

むし歯予防教室 4月 17日（水） 13：00 ～13：30 フッ素塗布2回～4回目の方 ❶歯科診察
❷フッ素塗布（歯ブラシを持参してください）

3歳児健診 4月 18日（木） 13：00 ～13：30 平成21年12月生まれ 小児科・歯科・耳鼻咽喉科診察、尿検査、栄養相談、個別相
談、必要に応じて視力検査、子育て相談（臨床心理士）

4か月児健診 4月23日（火） 13：00 ～13：30 平成24年12月生まれ 小児科診察、離乳食について、個別相談

項目区分 実施月日 受付時間 ところ 備考

胸部レントゲン
（結核・肺がん）

4 月 16日（火）

8：30 ～ 9：30 芦峅公民館

○対象者
　肺がん検診… 40 ～ 64 歳
　結核検診、肺がん検診… 65 歳以上
○検診結果は精密検査が必要な方へのみ通
知します。受診後約１か月が経過しても通
知がない場合は、精密検査の必要はありま
せん。
※病院や職場などで胸部レントゲン撮影を
受けた方は、町保健センターへご連絡くだ
さい。

9：45 ～10：05 千寿ケ原
コミュニティーセンター

10：20 ～11：00 千垣公民館
11：15 ～11：45 横江公民館
13：15 ～15：00 岩峅公民館
15：15 ～15：45 下田公民館
16：00 ～16：30 東中野新公民館

4 月 19日（金）

9：15 ～10：30 利田公民館
10：45 ～11：15 浅生公民館
13：30 ～14：00 鉾木公民館
14：15 ～14：45 上利田公民館

5 月 8日（水）

9：00 ～10：30 松井表具店前
10：45 ～11：30 7 区 -1公民館
13：15 ～14：45 町元気交流ステーション前
15：15 ～16：00 同心公民館

胃・大腸・子宮・
乳房がん検診

4 月 16日（火） 8：30 ～ 9：30 芦峅公民館 ○対象者
　胃・大腸・乳房がん検診 … 40歳以上
　子宮がん検診 … 20歳以上
※ 40歳未満の方でもがん検診を希望される
方は集団検診で受診できます。
○がん検診は、事前に申し込みが必要です。
町保健センターへご連絡ください。
○胃、子宮、乳房がん検診はそれぞれ 500 円
の自己負担金が掛かります。節目・クーポン
検診該当の方と大腸がん検診は無料です。
○検診結果は、約１か月後に県健康増進セン
ターから個人通知されます。
○大腸がん検診には容器が必要です。検診
日の 5日前までに町保健センターまたは地
区の胸部レントゲン会場でお受け取りくだ
さい。料金は無料です。

胃・大腸がん
検診

4 月 26日（金） 8：30 ～ 9：30 利田公民館

4 月 30日（火） 8：00 ～ 8：30 千垣公民館

4 月 30日（火） 8：30 ～ 9：30 岩峅公民館

子宮・乳房がん
検診

4 月 26日（金）
13：00 ～13：30

利田公民館

4 月 30日（火） 岩峅公民館

大腸がん検診 4 月 10日（水） 8：30 ～ 9：30 町元気交流ステーション

■各地区でがん検診が始まります
　4 月から、各地区公民館での集団がん検診や胸部レントゲン検
診が始まります。がん検診（胃、子宮、乳房）は定員があります。
事前に町保健センターへお申し込みください。胸部レントゲンは
予約不要です。案内はがきを持参してください。
※医療機関および施設検診は 5 月から始まります。
※年間計画は広報たてやま 4 月号と一緒に配布した「立山町保
健事業年間計画表」をご覧ください。

■平成 25 年 4 月から窓口変更のお知らせ
　みなさんがこれまで県中部厚生センターで行っていた以下の手
続きを町保健センターでできるようになりました。
▶低体重児の届出　　　　　　▶未熟児訪問の実施
▶未熟児養育医療の申請　　　
※詳しくは町保健センターまでお問い合わせください。

■健康づくりボランティア養成講座受講生を募集！
　食生活改善推進員やヘルスボランティア、がん対策推進員を
養成します（全 10 回開催）。
開講式　5 月 20 日㈪　13 時半～
場所　町保健センター
内容　健康づくりについての講座、調理実習、体操、心肺蘇生法など
定員　20 人（先着順）
応募期限　4 月 30 日㈫
問町保健センター☎ 463-0618

■リハビリに参加してみませんか？
　脳卒中の後遺症などで身体の機能が低下している 40 歳から
65 歳までの方を対象に、日常生活が快適に過ごせるようリハ
ビリ教室を開催しています。参加を希望される方は町保健セン
ターまでご連絡ください。

接種期間 接種費用 予診票の発行
子宮頸がん予防ワクチン 中学 1 年生～高校 1 年生

無料

新しく対象になる中学 1 年生の女子へ郵送
ヒブワクチン

生後 2 か月～ 60 か月の前日
2 か月児訪問で配布
※生後 3 か月以上の方は、母子健康手帳を持参し、
町保健センターまでお越しください。小児用肺炎球菌ワクチン

●子宮頸がん・ヒブ・小児用肺炎球菌ワクチン接種について
　4 月から子宮頸がん・ヒブ・小児用肺炎球菌ワクチン接種は、定期予防接種になります。

※ヒブ・小児用肺炎球菌ワクチンを町内医療機関で接種する場合、これまでは、医療機関窓口に予診票が設置してありましたが、定期
予防接種化に伴い、今後は町保健センターで予診票を発行します。

●予防接種町内医療機関のお知らせ
　定期予防接種の町内指定医療機関が変更になりました。予防接種を受けるときは、2 日以上前に医療機関に予約してください。

ＢＣＧ ヒブ 小児用
肺炎球菌 四種混合 三種混合 不活化

ポリオ
麻しん

風しん混合 日本脳炎 二種混合 子宮頸
がん

植野内科医院 ○ ○ ○ ○
植野耳鼻咽喉科医院 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

うめざわ内科クリニック ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
かとうこどもクリニック ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

金木クリニック ○
黒田内科医院 ○

五百石整形外科医院 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
たてやまクリニック ○ ○ ○ ○

藤木病院 2 期のみ ○ ○

●麻しん風しん混合ワクチン予防接種のお知らせ
　麻しん、風しんの特異的な治療法はなく、ワクチンによる予防が重要です。予防接種期限を過ぎると全額自己負担になりますので、
忘れずに接種を受けましょう。

対象者 接種場所 接種期限
第 1 期 生後 12 か月以上 24 か月に至るまで 町内指定医療機関または

県内協力医療機関
2 歳の誕生日の前日

第 2 期 年長児（平成 19 年 4 月 2 日～平成 20 年 4 月 1 日生まれ） 平成 26 年 3 月 31 日

●ＢＣＧ予防接種のお知らせ
　4 月から、BCG 予防接種の接種期限が、1 歳の誕生日の前日までに拡大されました。望ましい接種期間は、生後 5 ～ 8 か月までです。

●日本脳炎予防接種のお知らせ
　今年度の日本脳炎定期予防接種の積極的勧奨の対象は、満 3 歳の 1 期初回接種、満 4 歳の 1 期追加接種、小学 1 ～ 4 年生の 1 期
不足分の接種、高校 3 年生の 2 期接種です。
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■ 自然ふれあい館イベント
■里山の昆虫と生きもの展
期間　3 月 23 日㈯～5 月 26 日㈰（※火曜日は休館）
時間　10 時～16 時
入場料　大人 200 円／小人 100 円／幼児 50 円
■昆虫王国立山 10 周年記念春祭り
日時　4 月 21 日㈰　10 時～15 時
内容　餅の振る舞い、マーチングバンド（高原保育園）など
　また、5 月 4 日㈯に「タケノコ掘り体験」、5 月 5
日㈰に「カブト虫幼虫掘り体験」を開催します。予約
が必要です。下記までお問い合わせください。
問立山自然ふれあい館☎ 462-8555

■ 第 2 回越中瀬戸焼「かなくれ会」陶芸展
期間　4 月 13 日㈯～21 日㈰　10 時～16 時
場所　越中陶の里「陶農館」
▶開会式　4 月 13 日㈯　11 時～
　福井るりオープニングピアノコンサート
▶講演会　4 月 14 日㈰　13 時半～
　越中瀬戸焼の話
▶呈茶席　4 月 20 日㈯、21 日㈰　11 時～15 時
　茶券 500 円／当日受付で販売
主催　越中瀬戸焼「かなくれ会」（立山町共催）
問越中陶の里「陶農館」☎ 462-3929

納
制
度
が
あ
り
ま
す
。
前
納
は
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忘

れ
が
な
く
安
心
で
、
手
間
ひ
ま
が
省
け

ま
す
の
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ぜ
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利
用
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だ
さ
い
。

　4
月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構
か
ら

郵
送
さ
れ
る
納
付
書
に
、
6
カ
月
、

1
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前
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の
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付
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付
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。
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。
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民
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金
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額
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０
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で
す
。
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５
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２
４
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月
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～
15
時

※
受
付
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金
手
帳
と
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。
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。

●
年
金
相
談
の
日
程

年
金
だ
よ
り

み
ん
な
の
税
か
わ
ら
ば
ん

Information

図書館おすすめ ザ 一冊
■「長い道」【柏原兵三著】桂書房
　「長い道」が 30 年ぶりに
復刊されました。柏原兵三
は、父の出生地の入善町に昭
和 19 年から学童疎開し、そ
の後、日比谷高校、東大と進
学しました。本編は、東大在
学中に同人誌に寄せた自伝的長編です。34 歳で

「徳山道助の帰郷」で芥川賞受賞（講談社文庫版
には富山での葬式を記した「坐棺」を収載）。38
歳で急逝する前々年、青年期に再訪した入善町を
題材に「浸食」を発表。「長い道」、「徳山道助の
帰郷」、「浸食」とも立山図書館に所蔵しています。
■新着図書
◇本読みの獣道【田中眞澄著】
◇字問字答【筑間宗融著】
◇平成時代史考　【色川大吉著】
◇日本列島花の絶景【洋泉社著】
◇日本経済大逆転【中丸友一郎著】
◇ルポがんの時代　心のケア【上野玲著】
◇変わる省エネ変わる住まい【南雄三著】
◇シェアハウスで暮らす【シェアパーク著】
◇やまとぢから【薮内佐斗司著】
◇私を変えたオリンピック【佐藤岳著】
◇わたくしたちの成就【茨木のり子著】
◇慟哭の家【江上剛著】
◇ドキドキ新学期【はやみねかおる著】
◇あいうえおうさま【寺村輝夫著】
■開館時間
▶日～土曜日 9 時半～19 時 ※休館日はありません
問立山図書館☎ 463-0634

介護保険アレコレ

学中に同人誌に寄せた自伝的長編です。34 歳で

■
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縦
覧

【
対
象
者
】
町
で
課
税
し
て
い
る
土
地
や

家
屋
の
固
定
資
産
税
納
税
義
務
者

【
期
間
】
4
月
1
日
㈪
～
30
日
㈫
8
時
半
～

17
時
15
分
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

【
持
ち
物
】印
鑑（
代
理
の
方
は
委
任
状
が
必
要
）

※
土
地
や
家
屋
評
価
等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

は
無
料
で
す
。

問
役
場
税
務
課
資
産
税
係

☎
４
６
２
・
９
９
５
３

■
税
務
課
延
長
窓
口
の
ご
案
内

　毎
週
月
曜
日
（
閉
庁
日
除
く
）
は
税
務

課
窓
口
を
18
時
半
ま
で
延
長
し
て
い
ま
す
。
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■
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。
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す
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転
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）
手
帳
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・
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５
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■ 多
た て や ま

手山プロジェクト参加者大募集
　　当日の飛び入り参加も大歓迎！

　立山に訪れる観光客に手を振っておもてなしをする
多
た て や ま

手山プロジェクトを今年も開催します。
期日　4 月 27 日㈯
対象電車　寺田駅 9:00、9:15、9:55 発立山行きの電車
場所　富山地方鉄道立山線沿線のいたるところで自由に
■多

た て や ま

手山プロジェクトを一緒に盛り上げてくれる方を
募集します
応募方法　自由（個人・チーム問わず、どんな形でもOK）
応募期限　4 月 15 日㈪
申し込み・問い合わせ先
役場企画政策課地域政策係☎ 462-9980

■ 町民カレッジ特別講座の受講生募集！
講座名『自然散歩でミズバショウを見に行こう！』

国立立山青少年自然の家から林道を散歩し、自然を楽
しみながら、見ごろを迎える天然記念物「ミズバショウ」
を見に行きましょう。申込受付は 4 月 8 日㈪からです。
日時　5 月 9 日㈭ 　9 時 ～ 14 時
集合場所　町民会館前　　　定員　15 人
参加費　700 円（昼食代、受講負担金、保険料を含む）
講師　国立立山青少年自然の家
問役場教育課生涯学習係☎ 462-9982

光
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納期限
（口座振替日） 町県民税 固定資産税 軽自動車税 国民健康

保険税
後期高齢者
医療保険料

4 月 30 日 1 期

5 月 31 日 全期

7 月 1 日 1 期

7 月 31 日 2 期 1 期 1 期

9 月 2 日 2 期 2 期 2 期

9 月 30 日 3 期 3 期

10 月 31 日 3 期 4 期 4 期

12 月 2 日 5 期 5 期

12 月 25 日 3 期 6 期 6 期

1 月 31 日 4 期 7 期 7 期

2 月 28 日 4 期 8 期 8 期

◎平成25年度町税等納期一覧表

※町県民税と国民健康保険税、後期高齢者医療保険料は
普通徴収の納期限です。

納付方法 納付額 割引額

1 年前納 177,280 円 3,200 円

6 カ月前納
179,020 円

（89,510 円× 2 期）
1,460 円

（730 円× 2 期）

毎月納付
180,480 円

（15,040円×12カ月）
なし

■平成 25 年度
　国民年金保険料納付額（現金納付）

■ 4 月 1 日、グループホームが 2 箇所誕生 !
　グループホームとは、少人数の認知症の高齢者
が家庭的な雰囲気の中で共同生活を送り、専門の
介護者のケアを受けながら、一日を通して食事や
だんらんなどの生活を営むものです。
　利用者が可能な範囲で料理や家事を行うなど、
自宅に近い状態で暮らすことができます。

■ 4 月の保険料（65 歳以上の方）
▶特別徴収　第 1 期（4 月の公的年金支払い時
に天引きされます。）
▶普通徴収　随 2 期（4 月 30 日納期限）(3 月
中に 65 歳になった方など )
問中新川広域行政事務組合介護保険課
☎ 464-1316

事　業　所
事業所名
所在地
定員

連絡先

ケアホーム舟橋あいの風
舟橋村舟橋 67-1
18 人（2 ユニット）
☎ 461-4449

事業所名
所在地
定員

連絡先

グループホーム逢の希
上市町上経田 5-1
18 人（2 ユニット）
☎ 473-3613
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くら
し
の

　
 

情
報

臨
時
保
育
士
を
募
集

■
臨
時
保
育
士
の
雇
用
登
録
者
募
集

　途
中
入
所
児
童
に
対
応
す
る
た

め
、
臨
時
職
員
の
登
録
者
を
募
集
し

ま
す
。

応
募
資
格

　保
育
士

業
務
内
容

　町
立
保
育
所
で
の
保
育

業
務

申
込
方
法

　健
康
福
祉
課
（
町
元
気

交
流
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
3
階
）
に
あ
る

提
出
書
類
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

保
育
士
資
格
証
の
写
し
を
添
付
の
う

え
提
出

■
短
時
間
臨
時
保
育
士
募
集

応
募
資
格

　保
育
士

勤
務
場
所

　町
立
釜
ヶ
渕
保
育
所

勤
務
時
間

　7
時
半
～
9
時
（
早
朝

保
育
）
と
16
時
～
17
時
半
（
長
時
間

保
育
）
の
時
間
で
1
日
3
時
間
程
度

申
込
方
法

　健
康
福
祉
課
（
町
元
気

交
流
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
3
階
）
に
あ
る

提
出
書
類
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

保
育
士
資
格
証
の
写
し
を
添
付
の
う

え
提
出
。

問
健
康
福
祉
課
児
童
福
祉
係

☎
４
６
２
・
９
９
５
５

遺
児
福
祉
金
に
つ
い
て

町
で
は
、
両
親
も
し
く
は
父
ま

た
は
母
と
死
別
し
た
遺
児
（
義
務
教

育
修
了
前
ま
で
の
児
童
）
の
健
全
な

育
成
と
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
、
遺
児
福
祉
金
を
支
給
し
て

い
ま
す
。

支
給
を
受
け
る
た
め
に
は
役
場

で
申
請
が
必
要
で
す
。

対
象
者

　両
親
も
し
く
は
父
ま
た
は

母
と
死
別
し
た
遺
児
（
義
務
教
育
修

了
前
ま
で
の
児
童
）
を
監
護
し
て
い

る
保
護
者

支
給
額

　

▼
両
親
の
監
護
に
欠
け
る
場
合
：
児

童
1
人
に
つ
き
月
額
４
，
０
０
０
円

▼
父
ま
た
は
母
の
監
護
に
欠
け
る

場
合
：
児
童
1
人
に
つ
き
月
額
２
，

０
０
０
円

※
支
給
は
申
請
の
翌
月
分
か
ら
で

す
。
な
お
、所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

問
役
場
住
民
課
医
療
保
険
係

☎
４
６
２
・
９
９
５
６

平
成
25
年
度
町
奨
学
生
募
集

対
象
者

　学
校
教
育
法
に
よ
る
高
等

学
校
と
中
等
教
育
学
校
（
後
期
過
程

に
限
る
）、
高
等
専
門
学
校
（
第
1

学
年
～
第
3
学
年
ま
で
に
限
る
）
に

在
学
し
て
い
る
方

申
込
資
格（
全
て
に
該
当
す
る
こ
と
）

❶
本
町
に
住
所
を
有
し
て
い
る
世
帯

に
属
す
る
者

❷
在
学
し
た
学
校
長
ま
た
は
、
在
学

す
る
学
校
長
の
推
薦
が
あ
る
者

選
考
方
法

　成
績
と
世
帯
収
入
を
参

考
に
選
考
委
員
会
が
決
定

給
与
期
間

　奨
学
生
に
決
定
さ
れ
た

年
度
か
ら
修
学
期
間
終
了
ま
で

給
与
額

　
　月
額
８
，
０
０
０
円

予
定
人
数

　若
干
名

募
集
期
間

　4
月
1
日
㈪
～
30
日
㈫

問
役
場
教
育
課
教
育
企
画
係

☎
４
６
２
・
９
９
８
１

全
国
大
会
出
場
者
に

補
助
金
制
度
が
あ
り
ま
す

　全
国
・
国
際
大
会
に
出
場
す
る
方

に
補
助
を
し
て
い
ま
す
。
補
助
額
は

次
の
通
り
で
す
。

国
内
開
催
▼
大
人
（
大
学
生
以
上
）

／
５
，
０
０
０
円
ま
で

▼
高
校
生
以
下
／
１
万
円
ま
で

海
外
開
催
▼
３
万
円
ま
で

問
役
場
教
育
課
文
化
体
育
係

☎
４
６
２
・
９
９
８
３

水
道
料
金
4
月
請
求
分
に
つ
い
て

1
月
～
3
月
の
水
道
料
金
は
基

本
料
金
ま
た
は
概
算
水
量
相
当
金
額

を
請
求
し
ま
し
た
。
4
月
請
求
分
で

冬
期
間
の
超
過
使
用
水
量
分
の
料
金

を
精
算
し
ま
す
。

　4
月
請
求
分
の
口
座
振
替
日
は
4

月
24
日
㈬
で
す
。
口
座
振
替
の
方
は

預
金
残
高
を
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

問
役
場
水
道
課
水
道
管
理
係

☎
４
６
２
・
９
９
６
０

●消費生活相談

期日　毎週月、水、金曜日

時間　8 時半～17 時

場所　消費生活相談所

　　　（役場 3 階第 1 会議室）

問消費生活相談所☎462-9915

●町ふれあい総合相談センター相談日程
※相談会場は町元気交流ステー

ション 3 階です。

■在宅介護相談

期日　毎週月～金曜日

　　　（休館日除く）

時間　10 時～16 時

相談員　介護支援専門員、ホー

　　　　ムヘルパー

■心配ごと相談

期日　毎週木曜日（休館日除く）

時間　13 時半～15 時半

相談員　民生児童委員

■無料法律相談【予約制】

期日　4 月 4 日㈭、5 月 2 日㈭

時間　13 時半～15 時半

相談員　弁護士

■行政相談

期日　4 月 11 日㈭

時間　13 時～16 時

相談員　行政相談員

■人権相談

期日　4 月 17 日㈬

時間　13 時～16 時

相談員　人権擁護委員

各種相談日程の問い合わせ先

町社会福祉協議会☎ 463-5856

4
月
の
子
育
て
支
援

　時
間
や
イ
ベ
ン
ト
内
容
な
ど
、
詳

し
く
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

《
西
部
児
童
館
》

期
日

　月
曜
日
～
土
曜
日

※
日
曜
日
、
祝
日
は
休
館
で
す
。

問
西
部
児
童
館

☎
４
６
３
・
０
６
２
２

《
高
原
保
育
園
》

期
日

　9
日
㈫
、
16
日
㈫
、
23
日
㈫

問
高
原
保
育
園

☎
４
６
３
・
１
４
３
０

《
み
ど
り
の
森
保
育
園
》

期
日

　11
日
㈭
、
18
日
㈭
、
25
日
㈭

問
み
ど
り
の
森
保
育
園

☎
４
６
２
・
２
２
４
８

《
あ
お
ぞ
ら
保
育
園
》

期
日	

10
日
㈬
、17
日
㈬
、24
日
㈬
、30
日
㈫

問
あ
お
ぞ
ら
保
育
園

☎
４
６
３
・
０
０
６
１

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

募
集
期
間

　4
月
1
日
㈪
～
10
日
㈬

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
で
す
。

◉
募
集
住
宅

《
低
所
得
世
帯
向
け
住
宅
》

釜
ヶ
渕
町
営
住
宅（
3
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）1
室

江
崎
町
営
住
宅（
3
Ｄ
Ｋ
）
1
室

《
中
堅
所
得
世
帯
向
け
住
宅
》

釜
ヶ
渕
町
営
住
宅（
3
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）5
室

釜
ヶ
渕
町
営
住
宅（
4
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）1
室

※
入
居
要
件
や
家
賃
に
つ
い
て
は
役

場
建
設
課
窓
口
ま
た
は
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
役
場
建
設
課
建
築
住
宅
係

☎
４
６
２
・
９
９
７
５

使
用
済
み
小
型
家
電
の
回
収
を
開
始

4
月
か
ら
、
町
環
境
セ
ン
タ
ー

で
、
使
用
済
み
小
型
家
電
の
回
収
を

始
め
ま
し
た
。
回
収
場
所
と
回
収
す

る
小
型
家
電
製
品
は
次
の
通
り
で

す
。

回
収
場
所

　町
環
境
セ
ン
タ
ー
内

（
上
金
剛
寺
２
１
０
）

回
収
品
目

　電
子
レ
ン
ジ
、炊
飯
器
、

食
器
洗
い
機
、
掃
除
機
、
ラ
ジ
オ
、

電
気
照
明
、
時
計
、
電
卓
、
電
子
血

圧
計
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
器
、
プ
リ
ン
タ

ー
、
ゲ
ー
ム
機
な
ど
家
電
リ
サ
イ
ク

ル
法
の
対
象
品
以
外
の
も
の

※
エ
ア
コ
ン
や
テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
・

冷
凍
庫
、
洗
濯
機
・
衣
類
乾
燥
機
は
、

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
対
象
品
で

す
の
で
回
収
し
ま
せ
ん
。
買
い
替

え
し
た
店
や
過
去
に
購
入
し
た
店

で
引
き
取
り
を
依
頼
し
て
く
だ
さ

い
。

問
町
環
境
セ
ン
タ
ー

☎
４
６
３
・
０
７
８
０

吉
峰
線
と
北
部
循
環
線
で

ノ
ン
ス
テ
ッ
プ
バ
ス
を
運
行

　4
月
か
ら
、
町
営
バ
ス
に
車
い
す
の

方
も
ご
利
用
い
た
だ
け
る
、
水
色
の
車

体
の
「
こ
こ
バ
ス
2
ご
う
」
を
運
行
し

ま
し
た
。
現
在
運
行
し
て
い
る
ピ
ン
ク

色
の
車
体
の
「
こ
こ
バ
ス
１
ご
う
」
と

同
型
の
車
輌
で
、
吉
峰
線
・
北
部
循
環

線
で
運
行
し
ま
す
。
低
床
で
段
差
の
な

い
ノ
ン
ス
テ
ッ
プ
バ
ス
で
、
体
の
不
自

由
な
方
や
小
さ
な
お
子
さ
ん
で
も
安
心

し
て
乗
車
で
き
ま
す
。

運
行
時
刻
や
ル
ー
ト
に
関
し
て

は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
役
場
住
民
課
地
域
安
全
係

☎
４
６
２
・
９
９
６
３

第
1
回
危
険
物
取
扱
者
試
験

❶
期
日　

6
月
15
日
㈯

試
験
種
類

　午
前
の
部
：
甲
種
／

午
後
の
部
：
乙
種
第
1
、
2
、
3
、

5
、
6
類
・
丙
種

❷
期
日　

6
月
16
日
㈰

試
験
種
類

　午
前
・
午
後
の
部
：
乙

種
第
4
類

試
験
会
場

　❶
❷
と
も
に
富
山
国
際

会
議
場

※
試
験
会
場
は
ほ
か
に
、
高
岡
市
と

魚
津
市
が
あ
り
ま
す
。

受
付
期
間

　4
月
22
日
㈪
～
5
月
2

日
㈭

　

問
町
消
防
署
安
全
係

☎
４
６
３
・
０
０
０
５

障
害
者
の
範
囲
が
変
わ
り
ま
す

　平
成
25
年
4
月
に
施
行
さ
れ
る
障

害
者
総
合
支
援
法
で
は
、
障
害
者
の

範
囲
に
難
病
な
ど
の
方
が
加
わ
り
ま

す
。
対
象
に
な
る
方
は
、
身
体
障
害

者
手
帳
の
所
持
の
有
無
に
関
わ
ら
ず

必
要
と
認
め
ら
れ
た
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
な
ど
の
受
給
が
可
能
に
な
り
ま

す
。

問
健
康
福
祉
課
障
害
福
祉
係

☎
４
６
２
・
９
９
５
７

ス
タ
デ
ィ
・
メ
イ
ト
養
成
講
座

受
講
生
募
集

　県
教
育
委
員
会
で
は
、
県
内
小
中

学
校
な
ど
で
特
別
な
支
援
が
必
要
な

子
ど
も
た
ち
の
学
校
生
活
上
の
介

助
・
支
援
す
る
「
ス
タ
デ
ィ
・
メ
イ

ト
」
の
養
成
講
座
を
実
施
し
ま
す
。

開
講
式
・
全
体
研
修
会

　

日
時

　5
月
24
日
㈮

　13
時
～

場
所

　県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー

研
修
回
数

　7
回
（
6
回
は
特
別
支

援
学
校
で
研
修
）

申
込
期
間

　4
月
8
日
㈪
～
5
月
8

日
㈬

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

役
場
教
育
課
学
校
教
育
係

☎
４
６
２
・
９
９
８
１

「
愛
犬
の
し
つ
け
方
教
室
」参
加
者
募
集

期
日

　▼
1
回
目
：
5
月
12
日
㈰
▼

2
回
目
：
5
月
19
日
㈰

時
間

　10
時
～
11
時
半

定
員

　10
組
程
度
（
犬
同
伴
で
2
日

間
と
も
受
講
可
能
な
方
）

場
所

　滑
川
市
役
所
前
広
場

応
募
条
件

　生
後
6
カ
月
以
上
2
才

前
後
で
、
登
録
と
狂
犬
病
予
防
接
種

が
済
ん
で
い
る
犬

募
集
期
間

　4
月
26
日
㈮
ま
で

※
当
日
、
リ
ー
ド
、
ふ
ん
を
始
末
す

る
た
め
の
ご
み
袋
と
シ
ャ
ベ
ル
な
ど

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
中
部
厚
生
セ
ン
タ
ー

☎
４
７
２
・
１
２
３
４

統
合
失
調
症
相
談
会

　統
合
失
調
症
の
方
を
支
え
て
い
る

ご
家
族
を
対
象
に
し
て
、
毎
月
第
2

土
曜
日
に
相
談
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

時
間

　14
時
～
16
時

会
場

　サ
ン
シ
ッ
プ
と
や
ま
富
山
県

総
合
福
祉
会
館
3
階

※
相
談
は
予
約
が
必
要
で
す
。
詳
し

く
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
県
精
神
障
害
者
家
族
連
合
会

☎
４
３
３
・
４
８
３
０

山
村
税
制
特
例
を
活
用
し
て
み
ま
せ
ん
か

　山
村
税
制
特
例
と
は
、
振
興
山
村

で
製
造
の
事
業
な
ど
を
営
む
事
業
者

が
使
用
す
る
機
械
や
建
物
を
取
得
な

ど
し
た
場
合
に
、
特
別
償
却
が
で
き

る
制
度
で
す
。
詳
し
く
は
左
記
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
農
林
水
産
省
農
村
振
興
局

☎
０
３
・
３
５
０
２
・
６
０
０
５

◉子育て支援「みらいぶ☆きっず」始まります

　保健師や栄養士、保育士が子育てに関する情報や遊び方の提供を行います。

対象者　町内にお住まいの 1 歳 3 カ月までの親子

開催日時　毎月第 4 金曜日（受付 9 時半～）

　　　　　初回開催日　4 月 26 日㈮

場所　町元気交流ステーション 3 階町保健センター内

※参加を希望される方は、当日に町保健センターへお越しください。

問健康福祉課児童福祉係☎ 462-9955

水色の車体の「ここバス2ごう」
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善
意
銀
行
～
2
月
受
付
分
～

●
久
世
静
雄　

様　
　

10
万
円

●
上
谷
善
文　

様　
　

10
万
円

●
岩
本
哲
雄　

様　
　

10
万
円

●
山
元
藤
男　

様　
　

3
万
円

●
前
田
豊
嗣　

様　
　

5
万
円

●
島
田
徹
治　

様　
　

10
万
円

●
武
内
律
馬　

様　
　

10
万
円

●
匿
名
様　
　
　

ベ
ッ
ド
1
台

 

ふ
る
さ
と
納
税

【
2
月
受
付
分
】

●
佐
藤
定
次

　様
（
埼
玉
県
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

1
万
円

●
匿
名　

様
4
件　
　

4
万
円

【
3
月
受
付
分
】

●
北
垣
一
宏

　様
（
岐
阜
県
）

1
万
円

●
今
津
雅
紀

　様（
神
奈
川
県
）

1
万
円

●
匿
名　

様
5
件　
　

5
万
円

 

環
境
保
全
基
金

●
野
田
正
喜　

様　
　

1
万
円

●
生
ご
み
堆
肥
化
協
力
金

１
，
４
１
０
円

3 月 1 日現在の人口

人口 27,401 人 （－ 74）

男性 13,133 人 （－ 31）

女性 14,268 人 （－ 43）

世帯数   9,139 世帯 （＋ 80）

（　）内は前年同月増減

1～2 月の町犯罪発生状況

件数 3 件 （前年比 -7 件）

2 月の人の動き

出生 13 人 転入 33 人

死亡 28 人 転出 41 人
TOYAMA

TATEYAMA

町の
　　動き

❹中華料理 大三元（立山町草野158）
☎ 463-3873
URL/http://www.shokoren-toyama.
or.jp/~tatefuna/insyoku/daisan/index.html
▶提供期間／通年▶営業時間／
11時～15時、17時～21時▶駐
車台数／30台▶定休日／木曜日

　大
三
元
の
米
粉
う
ど
ん
の
中
で

1
番
の
人
気
メ
ニ
ュ
ー
「
五
目
あ

ん
か
け
焼
う
ど
ん
」。
米
粉
う
ど

ん
の
表
面
を
強
火
で
こ
ん
が
り
と

焼
く
こ
と
で
、
米
が
本
来
持
っ
て

い
る
風
味
や
ね
ば
り
を
引
き
出
し

た
一
品
。
あ
ん
を
絡
め
、
口
の
中

へ
運
ぶ
と
、
香
ば
し
い
風
味
と

も
っ
ち
り
と
し
た
食
感
で
、
ま

る
で
餅
を
食
べ
て
い
る
か
の

よ
う
で
す
。
あ
ん
は
、
6
時

間
以
上
、
丁
寧
に
仕
込
ん
だ

し
ょ
う
ゆ
ベ
ー
ス
の
中
華
ス
ー
プ

で
味
付
け
さ
れ
ま
す
。
町
内
産
の

野
菜
や
立
山
ポ
ー
ク
な
ど
の
具

材
が
ふ
ん
だ
ん
に
使
わ
れ
、
ボ

リ
ュ
ー
ム
満
点
で
す
が
、
店
主
の

柴
田
さ
ん
い
わ
く
、
あ
ん
ま
で
残

さ
ず
食
べ
る
お
客
さ
ん
が
多
い
そ

う
で
す
。

　ま
た
、「
五
目
あ
ん
か
け
焼
う

ど
ん
」
の
ほ
か
に
、
大
三
元

秘
伝
の
し
ょ
う
ゆ
で
味
付
け

し
た
「
し
ょ
う
ゆ
焼
う
ど
ん
」

７
０
０
円
や
「
も
つ
う
ど
ん
」

８
０
０
円
、「
み
そ
野
菜
う
ど

ん
」
７
０
０
円
、「
か
け
う
ど

ん
」
６
０
０
円
、
夏
季
限
定
メ

ニ
ュ
ー
「
ざ
る
う
ど
ん
（
2
玉

入
）」
７
０
０
円
も
あ
り
ま
す
。

　米
の
地
産
地
消
と
立
山
の

食
の
魅
力
を
広
く
内
外
へ
発

信
す
る
た
め
、
開
発
さ
れ
た

米
粉
う
ど
ん
。
あ
ん
か
け
や

ホ
ワ
イ
ト
ソ
ー
ス
、
天
津
風
な
ど

の
焼
う
ど
ん
や
肉
う
ど
ん
、
鉄
鍋

う
ど
ん
な
ど
の
様
々
な
メ
ニ
ュ
ー

が
町
内
の
12
店
で
味
わ
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。
米
粉
う
ど
ん
を
取
り

扱
う
お
店
を
毎
月
1
店
ず
つ
紹
介

し
ま
す
。

12

立山名物う
ど
ん

米
粉

中
華
料
理
大
三
元
の

「
五
目
あ
ん
か
け
焼
う
ど
ん
」

米粉うどんのお店マップ

●
商工会館

町元気交流
ステーション

●
役
場❹

㊧油を薄く引いた中華鍋で米粉うどんの表面を焼き、餅の
ような風味と食感を引き出します／㊨大三元秘伝のしょう
ゆ。このしょうゆでシンプルに味付けされた「しょうゆ焼
うどん」は店主、柴田さんのオススメです

編
集
と
発
行
／
富
山
県
中
新
川
郡
立
山
町

広
報
た
て
や
ま
　
平
成
25
年
4
月
号
　
通
巻
712

号
（
毎
月
1
回
1
日
発
行
）　
昭
和
29
年
1
月
10
日
第
1
号
発
行

五目あんかけ焼うどん
【800 円】

立山町ホームページ http://www.town.tateyama.toyama.jp/   メールアドレス info@town.tateyama.toyama.jp

そ
う
い
え
ば
・・・

　こ
れ
は
、
髙
畑
さ
ん
が
作
っ
た
白
炭
で
す
（
記
事

9
ペ
ー
ジ
掲
載
）。
名
前
の
通
り
「
白
い
」
こ
と
が

特
徴
的
な
白
炭
。
し
か
し
、
広
報
で
使
う
た
め
に
モ

ノ
ク
ロ
に
編
集
す
る
と
肝
心
の
色
が
台
無
し
に
…
。

今
月
号
は
表
紙
と
裏
表
紙
が
カ
ラ
ー
な
の
で
、
こ
こ

で
紹
介
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
ち
な
み
に
、
今

月
か
ら
毎
号
カ
ラ
ー

ペ
ー
ジ
を
使
い
ま
す
。

新
し
く
な
る
広
報
た

て
や
ま
を
お
楽
し
み

に
。（
モ
ト
キ
）


